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1題材　　｢10までのかずをかぞえよう(数え足し)｣

2　題材について

(1)題材設定の理由
<児童の実態>
本グループの児童は, 3年生2人, 4年生1人, 6年生2人の5人で構成されている｡児童た

ちば　数唱や数字カード並べ,数階段作りの様子から, 10までの数の順序性や基数性,数の大小
や半具体物を操作しての5までの合成の考え方をほぼ理解している｡また, 2学期の｢あわせて
いくつ(5までの合成)｣の中で,足し算の式に触れ,タイルを使って考え,答えを導き出すこ
とができるようになってきている｡学校生活の中でも,朝の会のゲームの決定場面で,友達がホ
ワイトボードに貼ったマグネットの数を数えて数字に表し,一番大きいものを選んだり,算数以
外の学習場面でグループの男女の数を指で表して多少を比べたりする姿が見られる｡

しかし,合わせた数を答えるときに, 1から順に一つずつ措きしながら数えたり,指で計算し
ようとしたりするために,和が5以上になると数え間違う姿や, ｢難しい｡｣と諦めてしまう姿
が見られる｡これは,一度習得した1から数えるという方略にとらわれていたり,数をまとまり
で捉えることの便利さ(速さ･正確性等)に気付いていないために,足し算の方略の数え上げの
段階に止まっていたりすることが要因として考えられる｡また,足し算の記号や半具体物を用い
て全体量を求める操作は理解しているものの,日常場面における足し算の場面を理解し,その答
えを導き出す方法として数字や半具体物に置き換えて考える良さを十分に味わうことができてい
ないためであると考える｡
<題材の意義･価値>

このような実態を踏まえ, ｢10までのかずをかぞえよう｣の題材を設定した｡本題材では,足
し算場面を半具体物(タイル)に置き換える操作を通して考えることで,数を量として捉えたり,
5のまとまりタイルを用いて,数をまとまりとして捉えたりすることの良さを味わうことができ
る｡加えて,児童の実態から取り扱う数量を段階的に設定し,誤答の少ない計数の方法としての
｢数え足し｣や足し算の和を導き出す方略としての｢数え足し｣を取り扱うことができる題材で

ある｡さらに,身の回りにある足し算場面を二つの数字やタイルに置き換えたり,問題作りを取
り入れたりすることで,数え足しや足し算の式の良さである分かりやすさ(簡潔性や明確さ等),
表現し伝え合うことの良さを味わうことができる題材でもある｡
<ねらい>

そこで,本題材では,足し算場面や式を読み,タイルに置き換えて考えたり確認したりするこ
とを通して,和を求める際に数え上げや数え足しで数えることができるようにする｡また, Io喜
での足し算場面を,タイルや数字に置き換え,足し算の式に表すことができるようにする｡
<指導観>

具体的には,本題材を通して, ｢ドットカード｣や｢数階段ゲーム｣, ｢さいころゲーム｣等に
取り組み,数の順序性と量感との一致, 5のまとまりの理解,数え足しの理解を図る｡
第一次では,身の回りにある足し算場面や数字等を使った足し算ゲームを取り扱い,答えを予

想したり,結果を確認したりする楽しさを味わうことができるようにする｡その中で,和が5以
上になったり扱う数が大きくなったりすると予想が難しくなることを感じつつ, ｢できるように
なりたい｡｣という児童の意欲を引き出し,第二次以降の学習-の意欲につなげていきたい｡
第二次では,身の回りにある足し算場面の数量を掟え,数字や数詞に置き換えたり足し算の式

に表したりして答えを予想するようにする｡また,数字に置き換えたり,式に表したりした
についてタイルを操作して考えることで,足し算場面の理解を図ることができるようにする｡
開場面では,課題の似たグループを編成し,グループや個々の実態に応じた数や教材･教具を
いて学習したり,問題作りの活動も取り入れたりする｡終末場面では,表情カードを用いた
評価の場面を設定したり,集団の前で学習したことを再現したりすることを通して,児童が
きた｡｣, ｢わかった｡｣と感じることができるようにしたい｡

第三次では,一次で行ったゲーム等を取り入れたお楽しみ会を設定し,学んだことを活用し,
一次の自分と比較して,できるようになった自分を味わうことができるようにしたい｡

<展望>
このような学習を通して,数え足しや数をまとまりで捉えることの便利さに気付き,身近な足

し算場面を捉え,日常生活の中で数え足しを使って考えようとしたり,表現したりすることがで
きるようになると考える｡また,本学習で培った力は, 10以上の数の理解, 10の補数関係の理解
などにつながり,引き算や繰り上がりのある足し算の学習につながっていくと考える｡
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(2)実態

恵一等 伜ｩ�Bﾘ,ﾈｻｲ�X�隴i�2�数の順序性 (1-20) ��X揵NHｧ"�合成.分解 店-ﾈ,X,ﾉ�ｸ+X螽,ﾉvﾈ���

A �4ｨ8ﾈ985��ｲ�順唱では,1 兔�/�+�6�6(6r�和が5以下の 冢)���ｩlｨ,ﾈ､x/�ﾊ�,Bﾉzx��

を見て,日付 ���8,ﾉ�H鬨*�.r�を数えた後,そ �6�6(6x.)�H鬨/�/��することは難しいが,足し算 

を読んだり, 俶�-ﾈ.づ#�潔>��の配置(並びや 俾h+x.�,bﾊ(�ｨ��の式を読み,適切な数のタイ 

奮いたりする �,ﾉ�H鬨,X鉅-�.��幅)を変えても ��"ﾘ��8,iUﾈﾋｸ+Rﾂ�ルを取り出し,和を求めるこ 

ことができる｡ �+�,h*ｨ��.�+X,B�その数を即答す 俘x.ﾘ+�+ﾙ�H/�9ｨ*b�とができる○ 

(3年,男) ��ﾙ�Hﾈ�,Rﾂ�できるo �.��ｲ�ることができる｡ 刎�*｣8-ﾈ,X,ﾉ�ｸ+X螽,ﾒﾉ���
数の多いもの 亶H㈱,X,ﾒﾃ���10以下のドッ 刎�*｣8決岑,ﾈ.��憶し答えている｡3以上の足 

を選ぶことが ��ｨ,ﾈ.�,ﾈ*ｨ���トや数字を比較 �,ﾈ,�*�*(,H,ﾒﾉ�ｲ�し算は,数字の上に自ら点を 

できる○ �.�+X,H,X*ｸ.���し,大きい数を �+X螽,ﾉ9ｨ*h/�ｴﾈ竒�書き.その点を数えて答えを 

選ぶことができ るo �+X,H*(.��ｲ�書くo和が5以上になると1 から順に数えることが多い｡ 

B �?ｩWH,ﾉ�H鬚�順唱では,1 店決�3��決岑,ﾂ�和が5以下の数 �?�,(,ﾉ�I|ｨ/�Uﾈ+X+ﾘ､x/�ﾊ��

を読んだり, ���8,ﾉ�H鬨*�.r�二つのドットを �,X*�.ｨ,篷?�,(,ﾂ�て,足し算の式に数字を入れ 

奮いたりする 俶�-ﾈ.づ��潔>��見て,多少を比 �6�6(6x.)�H鬨/�ﾘr�ることができる○｢+｣という 

ことができる｡ �,ﾉ�H鬨,X鉅-�.��較するが自信の ��ﾈ+Rﾉ9ｨ*h/�uﾉ�｢�記号が,二つの数量を合わせ 

少ない人数 �+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�ない表情が見ら �+Rﾉ�99ｨ+x.�+�,b�るという意味であることを理 

での多数決や, 亶H㈱,X,ﾒﾈﾆ��れる○ドットの �*ｨ,X*ｸ.���解している｡ 

(3年,女) �?�,(,ﾉ�I|ｨ/��列が五つ以上に 僭ｩ'X/�¥�*h,H.�ﾂ�和が5以上のも 刎�*｣8-ﾈ,X,ﾉ�ｸ+X螽,ﾒﾉ���

比べ選ぶ場面 �,�.�,hﾎｹ9ｨ+x.��数え直さずに数 �,ﾈ,ﾒﾈ6�6(6r霹��隠し答えている｡それ以上の 

において,多 �+�,h*ｩ�ﾘ*&��を答える○ 倬ｨ,h.�,佩ｹ9ｨ+x.��足し算は,両手を使って二つ 

少を比較する 剞博嘯ﾅの大小 �+�,h*ｩ�ﾘ*&��の数量を置き換え,1から順 

ことができる｡ 剩芒rは誤答する ことが多い○ 凾ﾉ数え上げて和を求める○ 

C �4ｨ8ﾈ985��ｲ�順唱では,I 牝��ｨ,ﾉ?�,"�和が5以下の数 冢)���ｩlｨ,ﾈ､x/�ﾊ�,Bﾉzx��

を見て,日付 ���8,ﾉ�H鬨*�.r�のドットを一つ �,X*�.ｨ,篷?�,(,ﾂ�することは難しいが,足し算 

を読んだり, 俶�-ﾈ.�#�潔>�,ﾂ�ずつ数え,多少 �6�6(6x/�ﾘy�ﾈ+Rﾂ�の数字を読み,適切なタイル 

多数決を理解 ��H鬨,X鉅-�.�+��を比較すること �9ｨ*h/�uﾉ�ｨ+Rﾉ�2�を取り出し,合わせる操作を 

し,多いもの �,h.)�H鬨,ﾈ��*ｲ�ができるoドッ �9ｨ+x.�+�,h*ｨ,X*ｲ�行い,和を求めることができ 

を選んだりす �*ｨ��.�+X,H,X*ｲ�トの配置を変え �.�2�る｡ 

(4年,男) �.�+�,h*ｨ,X*ｲ�るo �,H.�ﾉ�ﾘ晴/�NB�和が5以上のも ��H�,ﾈ-ﾘ,Yn)��/���*ﾘ+�,b�
るo 亶H㈱,X,ﾒﾃR�較することがで �,ﾈ.)�H鬨,ﾈ-ﾘ,ﾉ���は難しいが,タイルなどに置 

好きなおも ��ｨ,ﾈ.�,ﾈ*ｨ���きる 俥ﾈ,X,ﾒﾈﾎｹ9ｨ+x.��き換えて操作することで和を 

ちやの数を数 �.�+X,H,X*ｸ.���10以下の二つ �+�,h*ｨ*�.薬�求めることができる○合わせ 

えて,多いも 凾ﾌ数字を比較し, 凾ｽタイルは,1から順に数え 

のを選ぶこと ができる∩ 剔蛯ｫい数字を選 ぶことができる. 剌繧ｰる｡ 

D ��ﾙ�Hﾈ�/�yﾒ�順唱では,1 牝��ｨ,ﾉ?�,"�和がlO以下の数 冢)���ｩlｨ,ﾈ､x/�ﾊ�,Bﾉ�ｸ+R�

解し,それぞ ���8,ﾉ�H鬨*�.r�のドットの多少 �,X*�.ｨ,篷?�,(,ﾂ�算の式に数字を入れることが 

れの数を数字 俶�-ﾈ.���>�,ﾂ�を比較すること �6�6(6x/�ﾘy�ﾈ+Rﾂ�できる○｢+｣の記号が二つの 

や数詞で表し ��H鬨,X鉅-�.�+��ができるoその �9ｨ*h/�uﾉ�ｨ+X,�*｢�数を合わせるという意味を理 

たり,いくつ �,h.)�H鬨,ﾈ��*ｲ�際,ドットの配 �.rﾉ�99ｨ+x.�+�,b�解している｡ 

多いか答えた �*ｨ��.�+X,H,X*ｲ�歯には影響され �*ｨ,X*ｸ,(,(*�.��ｲ�和が3までの足し算は,請 

(6年,男) �.�+x.�+�,h*｢�る｡ �,�*&��数字のみの操作 ��,Y9ｨ*h,H*(.��ｨ�ｨ��,ﾉ9｢�
できる○給食 亶H㈱,X,ﾒﾈﾆ��lO以下の二つ �,X.�ﾉ��*｣X決屬�えも,｢○の次の数字｣を手掛 

等でお代わり �+ﾉ�ﾈ/�訷ｧﾈ*�.��の数字の大小を �,X*�.ｨ,篳輾,Y�B�かりに正答することが多い○ 

をして,全部 �,店決岑,ﾈ.�,ﾂ�比較し,適切な �/�Uﾈ+X,Hﾖﾈ*bﾉ�2�式を見て,難しいと判断し 

でいくつ食べ �*ｨ,X*ｸ.���数字を選ぶこと �9ｨ+x.�+�,h*ｨ,X*ｲ�た際には,数字を指に置き換 

たかを答える ことができるo 凾ｪできる｡ �.��ｲ�えて考え,1から順に数え上 げる○ 

E 牝���8,ﾉ?｢�順唱では,I ���決岑,ﾉ?�,"�和が5以下の数 冢)���ｩlｨ,ﾈ､x/�ﾊ�,Bﾉ�ｸ+R�

付の数字を, �*�.vﾄ�-ﾈ,X��.��のドットの多少 �,X*�.ｨ,篷?�,(,ﾂ�算の式に数字を入れることが 

自ら読もうと �+X,H,X*ｸ.��R�を比較すること �6�6(6x/�ﾘy�ﾈ+Rﾂ�できるようになりつつある○ 

する○ ���8,ﾉ�H,X跖-ﾂ�ができる○ドッ 侈�*h,�*)�H/�uﾉ�｢�｢+｣の記号が二つの数を合 

多数決では, �.�.�,ﾈ,ﾒﾈﾎｹ9｢�トがバラバラに �+Rﾉ�99ｨ+x.�+�,b�わせるという意味を理解しつ 

ドットの数を �+x.�+�,h*ｩ�ﾘ*&��並んだものは数 �*ｨ,X*ｸ.���つあり,｢合わせて｣と言語化 

(6年,女) ��H*bﾉ�H鬨."�逆唱では,敬 �*hｭH��*h.�+�,b�i和が5以上のも �+X,I�H�/���*ﾘ+�,h*ｩ�ﾘ*(�ｲ�
数詞で表した �+ﾉ�ﾈ�8,俶�-ﾈ.��がある○ �,ﾈ.)�H鬨,ﾈ-ﾘ,ﾉ���式を見て,指に置き換え考 

り,多いもの 宙ﾛb�,h�.ﾘ.��10以下の二つ 俐8,X,ﾒﾊ)>�+X*(�ｺ2�え,1から順に数え上げて和 

を選んだりす 宙燃�,ﾉ�H鬨/��の数字の大小を �,hﾋ�,�+ﾘ.なﾎｹ9｢�を求めようとするo 

ることができ 俾h+X,H.�ﾈ嚢*��比較し,大きい �+X+ﾘ.�+x.��ｲ�5のまとまりタイルの良さ 

る○ �.x�㈱,Y9ｨ*h.b�*H,h+x.薬�数字を選ぶこと ができる○ �(速さ)に気付きつつある｡ 
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3　題材目標

(1)全体目標
ア10までの足し算場面や式を読み和を求める活動を通して,タイルに置き換え数え上げたり,
数え足しをしたりして数えることができる｡

イ10までの足し算場面を見て,数量を数字に表したり,足し算の式を作ったりすることができ
る｡

)個人目標 �� 

児童 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯,ﾉmｩUr��H,hﾇh蠅��個人目標 

A ��ｳ��-ﾈ,X,ﾉ�H,�*�*(,BﾃX,ﾈ-ﾈ,h-ﾈ.��ア和が3以上の足し算において数え を使って足し算の立式をすることがで ��ｸ+X/�w�*(,Bﾉ�H/��H*h.�+�,h*ｨ,R�

(3年,男) �*ｸ.��ｲ�きる｡ イ足し算場面の二つの量を見て,敬 字や記号を用いて,立式することが できるo 

B (3年,女) ��ｳ��-ﾈ,X,ﾉ�H,Rﾈｾ��ﾉZ�,ﾉ�ﾘ晴.)�H鬚�ア和が8までの足し算において5の 

の大小を比較することができる○ �-ﾈ,h-ﾈ.ｃX,ﾈ5�488ｸ.(輾,ﾃR�/���8�+X,BﾃX*�.y�H*h.�+�,h*ｨ,X*ｲ�.��ｲ�49�ｸ+X螽�ｩlｨ,ﾉ?�,(,ﾉ|ｨ/�ﾊ�,Bﾈﾆ��鬨,儷ﾈ+X+ﾘ.な5�488ｸ/���ﾞﾈ+X+ﾘ.��+x.�+�,h/�,ｨ+X,Bﾉ��*ｩ?�,(,ﾉ|ｨ.b�.��X*ｸ*ﾘ,�.�+�,h/�yﾘ��+x.�+�,h*｢�,X*ｸ.���

C ��ｳ��-ﾈ,X,ﾉ�H,X5�488ｸ/�w�*(,Hﾘy�ﾈ+R�ア和が3以上の足し算において,敬 

たり,タイルの数を数字や数詞で表し �,ﾈ-ﾈ,h-ﾈ.�/��8�+Rﾈ5�488ｸ/���ﾞﾂ�
たりすることができる○ �+X,Bﾉ�H*i�ｸ+X,Y�H*h.�+�,h*ｨ,X*ｲ�

(4年,寡) 凾驕� イ足し算場面の二つの量を見て,敬 字に置き換えて,｢〇十△-□｣と 表現することができる｡ 

D (6年,男) ��ｳ��-ﾈ,X,ﾉ�H,�*�*(,Bﾈ5�488ｸ/���ﾞﾂ�ア和が5以上の足し算において5の 

して数えたり,数字や数詞で表したり �-ﾈ,h-ﾈ.ｃX,ﾈ5�488ｸ.(輦�/��8��

することができる○ �+X,Bﾉ�H*i�ｸ+X,Y�H/��H*h.�+�,h*｢�,X*ｸ.��ｲ�49�ｸ+X螽�ｩlｨ/�ﾊ�,Bﾉ�H鬨/�w�*(,Bﾂ�(�ｨ��"ﾘ��8,iUﾈﾋｸ+x.�+�,h*ｨ,R�*ｸ.��ｲ�

E ����-ﾈ,X,ﾉ�H,�*�*(,BﾃX,ﾈ-ﾈ,h-ﾈ.��ア和が5以上の足し算において5の 
を作って,足し算の立式をすることが �-ﾈ,h-ﾈ.�/��8�+X,Bﾉ�H*i�ｸ+X,Y�B�
できる○ �/��H*h.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

(6年,女) 刄C足し算場面を理解し,二つの量を 数字に表し,足し算の式に当てはめ ることができる｡ 

4　指導計画(総時数18時間)

次 主な学習活動･内容 習得型と活用型の学習活動について
1　身の回りにある足し算場面に気付く｡

(1)新年会をしよう｡

ア　皿やコップ,座席の準備でグルー

プ全員(男子+女子,児童+教師

を合わせる)の人数を考える｡ 【合

併の場面】

イ　お菓子やお茶のお代わり場面を設

定し,量が増えることを確認した

り,増えた全体の数を考えたりす

る｡ 【添加の場面】

(2)算数ゲームをしよう｡

ア　数階段ゲーム

(5のまとまりタイル)
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○　【習得】第一次では,児童たちが冬休み

中に経験する新年会を設定し,その準備や

活動の中で身の回りにある足し算場面に気

付くことができるようにする｡

また,足し算を用いた算数ゲームを取り

入れることで,和が5までならできること

や5以上になると難しくなることを感じる

ことができるようにする｡その中で,タイ

ル等を用いて考えることで,できそうな自

分,もっとできるようになりたい自分を味

わうことができるようにする｡



イ足し算ゲーム (さいころゲーム,絵カードゲーム) 和が5までの足し算 和が6からlOまでの足し算 �� 

210までの数を数える○ ��2�○【活用】二次では,一次での学習で気付 

(1)全部でいくつ?【添加】 凾｢た身の回りにある足し算場面の理解を, 

初めにある数量に,ある数量を追加 剄Xに広げ深めていく○また,一次での学習 

したり,増加したりしたときの全体 凾ﾅ培った足し算に対する意欲を生かし,学 

の大きさを式やタイルに置き換えて 剌Kに取り組むようにする｡ 

考える○ 凵宦y習得.活用】二次の(I)では,身の回り 

ア具体物や絵カードをタイルや数字 凾ﾉある具体物等を用いて,集合Aにある数 

に置き換えて考える｡ 剽ﾊが加わり更に大きな集合ができるという 

イ数字や数詞をタイルや数図に置き 剴Y加の場面を取り扱うoここでは,和の求 

換えて考える○ 凾ﾟ方,数の数え方として,数え足しを取り 

ウ数字同士,数詞同士で考えるo (2)合わせていくつ?【合併】 刪ｵい,習得を図る｡アでは,具体物や絵, 動画などを効果的に用い,問題場面の理解 を図った上で,各集合の数量を数字や数詞 

二つの量が同時にあるとき,それら 凾ﾅ表現し,足し算の式の2量を意識できる 

の二つの数量を合わせた大きさを式 凾謔､にする○イでは,2量の数字や数詞を, 

や,タイルに置き換えて求める｡ 刄^イルや数図に置き換えて考えることで, 

ア具体物や絵カードを数字や数詞に 剴Y加の操作や数え足しの和の求め方を理解 

置き換えて考えるo 凾ﾅきるようにし,求めた和を再度数字や数 

イ数字や数詞をタイルや数図に置き 剋撃ﾅ表現することができるようにする○ウ 

換えて考える○ 冏ｸ鰾�では,二つの数詞を含む足し算の式を闘い 

ウ数字同士,数詞同士で考える○ 茶R��2��て合併し和を求めたり,二つの数字を含む 

※学習場面においては,以下(ア)～( 算の式を見て,和を求めたりすること 

の足し算を踏まえつつ,段階的に指 るようにする○個別的な学習におい 

を行う｡ 凾ﾄは,個人目 した課題を設定し指導 

(ア)5+2型(5+1-5)5題 (イ)2+5型(I-5+5)5題 (ウ)6+2型(6+1-4)4題 (7+1-3)3題 凾 2)では,(I)で学 んだ和の求め方を生かしつつ,足し算の意 味を広げていく○ここでは,集合Aと集合 

(8+1,2)2題 傳 場面を取り扱うoア～ウの学習 

(エ)2+6型(1-4+6)4題 凾ﾌ )と同様だが,アにおいては,令 

(1-3+7)3題 剳ｹ 理解しやすいように動画やプレ 

(1,2+8)2題 刄 ヨンソフトなどを効果的に用い 

(オ)4+2型(4+2-4)3題 凾 ついては,(1)の児童の個別的 

(3+3,4)2題 (2+4)1題 凾ﾈ学習の様子 指導 するo 

※児童の実態によっては,5までの足し 儖t活用】(3)で アの学習を 生かし,児童が具体物や絵カードを用いて, 

算も取り扱う｡ (3)具体物や絵カードを用いて,問題作 剿竭閧���,互いに る○具体物を目の前にで操作し,問題を出 したり,プリント学習で絵カードを用いて 

りをするo 剄�ﾔしたりすることで,足し  を深めるようにする○ 

3学習のまとめをするo �"�○ 三次では,本題材で学習した数 

(i)お別れ会の計画を立てる｡ 足し算の考え方を児童たちが主体 

アゲームの内容 剴Iに活 ことができるように,お別れ 
･足し算ゲーム 刮�� .ゲームの内容では,二次ま 

･ストラックアウト 凾ﾅ ったものや,二つの数を足す必 

イ参加者 剽vのある を取り扱うo_ 
･グループの人数+招待する ,一次での学習と児童自身が比較す 

(7+0-3人) 凾驍ｱと ように,似た内容の活動(参 

ウ椅子やお茶等の準備 刮ﾁ など)を設定し,｢できるように 
･男子4人+女子3人 凾ﾈっ を確認することができるよう 

･児童5人+教師〇人 (2)お別れ会をするo(足し算場面) ･ゲームの回数｢あと一 う一個｣ 凾ﾉする○ 
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5　本時の学習(8/18)

(1)全体目標
10までの足し算の添加の場面を見て,二つの数量(初めにある数量と加わる数量)を数字や

換　　操乍タイルに置き換えて操作したり,5から数え足しをしたりすることで,和を求めることができるo 

観点 儷ﾘ廁ｴｸ���
算数-の関心.意欲. ��n)��*ｩ�ｸ+X螽,ﾉw�*(.x.ｨ,H*(.��ｩlｨ,X*�.�+�,h,亢9WH*ｲﾉ��/�,R�
態度【関.意.態】 俾�/�zx,H.h*H,h+X+ﾘ.に�H鬨.(5�488ｸ,�'X*ｸｫx*h.h*H,h+X+ﾘ.�+x.��ｲ�

②5という数字を読み,5のまとまりタイルを用いて操作しようと 
するc 

数学的な考え方【考】 �)�ｸ+X螽,ﾈﾇh螽,ﾈ覈_ｸ/�ﾈ5�488ｸ.(輦ﾈﾋ駢Bﾈ�ﾉ�I�ﾘ/�w�*(,IUﾂ�
現し.考えようとするo 

数量や図形についての �85�488ｸ/���ﾞﾈ+X,�*ｨ.rﾉ�ｸ+X螽,ﾈ�/�#X+ﾘ+xﾏｸ,ﾘ�*2ﾊ(��+ﾘ+r�
表現.処理【表.処】 店,ﾘ�*8,hﾋ駢H,YUﾈﾋｸ+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

⑤タイルを操作しながら,｢5+□-△｣,｢口+5-△｣と数字を 

用いて表現することができるo 

⑥タイルを操作して,5からの数え足しや被加数からの数え足しで 
和を求めることができる○ 

数量や図形についての �h5�488ｸ/�w�*(,I5��,ﾉ��ﾞﾈ/�+X.h*H,h+X+ﾘ.に5��+X+ﾘﾎ8,ﾉ�9�ﾂ�
知識.理解【知.理】 處ｨ*ｩ�ｸ+X螽,ﾉ��,X*�.�+�,h/�yﾘ��+X.h*H,h+X+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

(2)個人目標

児童 侘)�ﾉmｩUr�
A 冢)�h�ｩlｨ/�yﾘ��+Rﾈｻ8踪,ﾈ輾+8+X.(ｻ8ﾝ粨ｻ8ｾ�/�訷ｧﾈ*�.�,鎚�/�zx,B�

(3年,男) �+ﾘ.づX*�.x,ﾉ�H*i�ｸ+X,Y��/�ｸ�-��H鬨4ｨ�ｸ6�,YUﾈ+X+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,R�

きる｡【①,③,⑤,⑥,⑦】 

B (3年,女) �?�,(,ﾉ�I|ｨ/�Uﾈ+X+ﾘ､x.)�H鬨/�ﾊ�,Bﾈ5�488ｸ,�'X*ｸｫx*h��*h.���ﾞﾈ/�ﾗ2�
い,数え上げや数え足しで和を求め,数字で表すことができる○ 

【①,②,⑥,⑦】 

C (4年,寡) �?�,(,ﾉ�I|ｨ/�Uﾈ+X+ﾘ､x/�ﾊ�,BﾈｦX�ﾘx,ﾉ�H/��H霾,YUﾈ+Rﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ/�5�42�
ルに置き換えて合わせ,教師のモデルを手掛かりに5からの教え足しで和を 

求め,数字で表すことができる｡【①,③,⑥,⑦】 

D (6年,男) 冢)���ｩlｨ/�ﾊ�,Bﾈｻ8踪,ﾈ輾+8+X.(ｻ8ﾝ粨ｻ8ｾ�/�訷ｧﾈ*�.�,鎚�/�zx,J#R�
たす口は｣と言葉で表現したり,5からの数え足しで和を求め,数字カー 
ドで表したりすることができるOt①,③,④,㊨,⑥,⑦】 

E (6年,女) �?�,(,ﾉ�I|ｨ/�Uﾈ+X+ﾘ､x.)�H鬨,i�ｸ+X螽,ﾈ�/�ﾊ�,Bﾊ#X+ﾘ+xﾏｸ,ﾚ8,hﾋ駢B�
で表現し,教師の物差しの提示や5のタイル,計数のモデルを手掛かりに, 
5からの数え足しで和を求め,数字で表すことができるo 

【①,③,④,⑥,⑦】 

及び支援に当たって
習活動の概要と授業環境のエ
前時までに児童は,二つの数量の添加場面を捉え和を求める際に, 5のまとまりタイルに置き

換えて,数え上げたり数え足しをしたりして数を数える学習に取り組んでいる｡本時では,前時
までの活動を踏まえ,前時と異なる場面でも, ｢5+口｣, ｢口+5｣であれば　5のまとまりタ

イルが使えることや数え足しができることに気付くことができるようにしたい｡
導入では,前時の活動に使用した教材を提示することで,活動内容を想起したり本時の活動に

見通しをもったりしながら取り組むことができるようにする｡ 【｢学び｣の連続】
また,足し算場面の提示を動画で行い,生活場面との関連を図り, ①二つの数量を数字に表す,

②足し算を立式する, ③タイルに置き換えて考えるという流れを確認できるようにする｡ 【｢学
び｣の機会】
展開では,課題の似た児童を2グループに編成して個別的な学習を設定し,個に応じた課題,

教材･教具を操作し,考える時間を十分に取ることができるようにする｡具体的には, AとDで
編成LCTが指導するグループ(cTグループ)とB, C, Eで編成LSTが指導するグループ(sTグ
ループ)で学習を進める｡ 【｢学び｣の方法】

CTグループでは,まずCTが,足し算の絵題を提示し,予想を数詞で確認した後,児童が数字
カードを用いて足し算の式を作り,タイルを用いて数え足しで和を求めたり,予想と和を確認
したりするようにする｡その後,児童が交代で教師役となり,絵題の選択により問題を出し合
う場面を設定する｡
STグループでは,まず, sTが問題(絵+絵)を提示し,タイルを用いて和を求める場面を設

定し,タイルの操作や数え足しなどを確認する｡その後,それぞれの実態に応じた二つの数量

- 10-



を表す絵を提示し,タイルを用いて添加の操作を行い,タイルの数を数え上げたり数え足した
りしながら,和を数字で表す活動を十分に行うことができるようにする｡児童の実態に合わせ
て足し算の式も取り扱い,数をタイルに置き換えて考えることができるようにする｡また,タ
イルの大きさに合わせた10までの物差しを用いて,数を確認することで,数字の順序性や数の
大小を意識することができるようにする｡
終末では,本時に行った活動の発表場面を設定する｡黒板前に集合することで,友達の発表を

見たり,闘いたりしやすいようにする｡自ら発表したり,友達の発表を闘いたりすることを通し
て,本時でできるようになったことを感じたり,次時の活動-の意欲を高めたりすることができ
るようにしたい｡ 【｢学び｣の環境･連続】

材･教具とのかかわりについて
導入では,身の回りにある足し算場面を意識できるように,動画で添加の場面を提示し,和を

数字カードを用いて予想する｡その後,動画で使用した場面の絵を提示し,その後,数を確認し
たり,数字に表して足し算の式に当てはめ,足し算の式を意識できるようにしたりする｡さらに,
数字をタイルに置き換えて考え,和を確認できるようにする｡
展開の個別的な学習の場面においては,個々にタイルとタイル板を準備し,一人一人が操作し

ながら考えたり,和を求めたりすることができるようにする｡タイルは,二つの量を意識しやす
いように, 2色のタイルを用いるようにする｡また, 5のまとまりタイルを準備し,数字の5は

5のタイルを使うと速くて便利だということに気付くことができるようにする｡タイル板は, ｢あ

わせていくつ(5までの合成)｣で取り扱った,二つの数量に対応し合わせる操作を意識しやす
い物と,数え足しを意識しやすい11マスの物を準備する｡ 11マスのタイル板では,一つの数字を

見てタイルを置いた後,十という記号のタイルを置き,もう一方の数字を見てタイルを置くよう
にする｡さらに, ｢5たす口は｣という言葉で式を確認し,十のタイルを外して,タイルを一つ

ずつ指でずらしながら,数え足しで和を求めることができるようにする｡

友達･教師とのかかわりについて
本時を通して,集団場面においては,友達の予想や活動の様子に自然と注目できるような座席

配置や教師の称賛,指さしなどを行い,友達の様子をモデルに学ぶことができるようにする｡ま
た,展開の個別的な学習においては,課題の似たグループでの児童同士のかかわりを促す場面と
して,問題を出し合う活動や全員で同じ問題を解く活動を設定する｡それらの活動の中で,友達
の様子や考え方に気付き,更に学びたいという意識を高めるようにしたい｡
また,教師は,和の正解のみを称賛するのではなく,個人目標と照らし合わせながら, ｢5の

タイルを使ったね｡｣, ｢5から数えたね｡｣など,児童の学びの具体的な様子を称賛する｡
さらに, 5のタイルの操作などにつまずいている児童には:, ｢○○さんが,何か使ってるよ｡｣

など友達の様子に気付くことができるような言葉掛けをしたり, ｢あれ, 5のタイルがあるね｡｣,
｢先生がやってみるからよく見ていてね｡｣など具体的なモデルを示したりして,児童自身が気

付くことができるようにする｡児童が気付くことができたときには, ｢そうか, 5のタイルが速
いね｡｣, ｢○○さん, △△さんが分かったらしいよ｡｣など,児童の気付きを称賛したり,友達

同士のかかわりを促すような言葉掛けをしたりする｡
5からの数え足しにつまずいている児童には,十のタイルを外した後に｢5｣を指さしと数詞

で強調したり,モデルを示し,もう一度児童が行うようにしたりして,数え足しの方法を理解で
きるようにする｡児童が,数え足しを行う姿が見られた際には, ｢5から数えると速いね｡｣な
ど数え足しの良さを伝える｡

自分とのかかわりについて
導入場面では　前時に使用した教材･教具を提示し前時の活動を想起することができるように

する｡その後,本時に使用する教材･教具などを提示し,めあてを確認することで,本時の学習
についての意欲を高めることができるようにする｡
また,集団場面では,問題の動画を提示した後,和を予想し,数字を用いて足し算の式を作っ

たり,タイルで確認したりすることで, ｢できた｡｣, ｢やっぱり｡｣という楽しさや｢こうすれば

できる｡｣, ｢できるようになりたい｡｣という気持ちを味わうことができるようにしたい｡

展開場面の個別的な学習においても,各グループにおいて,互いに協力して問題を解く場面を
設定し,和を予想したり,タイルで確認したりする活動を取り入れる｡

また,表情カードの下に自分の評価を記入する場面を設定し,それぞれが本時の活動を振り返
ることができるようにする｡加えて,教師も個々の児童の評価を行い, ｢ここがよかった｡｣, ｢こ

うしたら,もっといいね｡｣など,具体的に伝えることで児童の｢できた｡｣という自己効力感

を高めるようにする｡
終末の場面では,それぞれのグループでの活動を再現する場面を設け,本時にできたことを友

達の前で発表することで, ｢できるようになった自分｣を味わったり,次時の活動-の意欲につ
なげたりすることができるようにする｡

-　子細　-



(4)実際

過程 (時間) 偃X,逢x�ｨ�:�� 

A 韮�

導入 ��跖-�,ﾈ街��/�+x.���)���-ﾈ,X,ﾈｧx�/�輊*(�+Rﾂ�gｸ鳧,ﾈｧx�,�,(*(,I�(+Xﾘx*F�������,ﾈｧx�,�,(*(,BﾉJﾙUﾂ�+x.���3�y:陞h,ﾉn)��/�ﾊ�,Bﾉ�ｸ+X螽,ﾂ�･学習の始まりが意識できるように,当番に注目を向けたり,サイ ･前時に使用した教材.教具を提示し,｢足し算｣,｢足す｣,｢全部 

･問題は,身の回りにある場面で,5のまとまりを意識しやすいも 

和を求める｡【集団での学習】 啜5F唯ﾈ�-�,ﾈ6�8x5(8ﾈ�ｸ6x,i�ﾘ*h+ﾘ6�8x5(8ﾈ�ｸ6rﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾉ�B�

(1)動画を見て,合わせた数を 啅5F��ﾈ髯;h*ｩn)��.$5H,ﾉn(*(ｧﾈ*�,�(ﾙmｨ,X*ｸ.�.h*H,痛Tｹwh,���

集団 (10分) 冰ﾉ�ｨ+Rﾉ�H鬨4ｨ�ｸ6�,ﾈ岑,陳�齷Zｨ,ﾈ���7ﾘ4�6ﾈ6(6x/�5ﾈ.��ｲ�(1)予見(4)かめを三岳する>とで児壷自身の｢できた｢で 
･友達が立てた足し算の式の正 唳ti$(*ｩzx,H+ﾙ�ｸ+X螽,ﾈ�,�(R�

(2)二つの数量を数詞や数字に 佩ｸ.)uﾉ�ｨ,ﾉ�H/��n(+Rﾉn)���｢�目するように促し,｢5たす2 

置き換える｡ 冤ｨ,ﾉyﾘ��/��ﾘ.��ｲ�は7です○｣と言葉で表現し, 

(3)数字を足し算の式に当ては 剔ｫし算の式の理解が深まるよう 

め,足し算の式を立てる○ (4)教師用タイルを操作し,和 を求め,予想を確かめる○ (5)本時のめあてを知るo l5のタイルをつかって出ざんをしようoi 凾ﾉするo 

･本時のめあての提示の際には,前時までに使用した5のまとまり 

展開 滴ﾌ)�ﾈ5�488ｸ/�w�*(,Bﾉ�ｸ+X蠅�･課題の似た児童を二つのグループに編成し,各グループで教材. 

の和を求めるOt個別的な学習】 茶�茶B�,X,ﾒﾈｧx�,俶yw�+x.�;仞�/�齷Zｨ,X��OX+X+ﾘ.に]�WH*��

(1)席を移動し,自分のタイル セットを準備する○ (2)2グループに分かれ,課題 售8,h,ﾈ,(,�*ｨ.�*�.r韆yw�+x.丶y��,ﾒ�6�8x5(8ﾈ�ｸ6x/�ｭﾈ-�+ﾒ�

CTグループ 
･グループ内で同じ絵題と個人タイルを用いて学習するo一問目 

に取り組む○ �,ﾒﾄ5H*ｨﾗ8*"ﾈ+ｸ,ﾈﾎ2ﾈ髯;h*ｨﾏ��8,Xｻ8蹣o�/�ﾗ8*F�+ｸ,ﾉ(h,Rﾂ�

友達同士で正誤に気付いたり,教え合ったりすることができるよ 
;A児.D児.-CT: iI ｣B｣Ed__._P_輿_.__P児.rr_S_I_________: ①絵題を見る○ �*H,�+x.倬�;h,ﾈｴ9WH*ｹ9�,亊h+X,H,ﾙ�h鳧,ﾈ�/�ﾗ8*B�

･①ではAが絵題に着目して 唸t8,X,ﾚ#X+ﾘ+xﾏｸ,ﾚ8,i�｢�タ いるかを確認した後,学習を �5��,偬�+x+�,h,Y?�,(,ﾉ�I|ｨ,hﾌ"�

進めたり,絵題にある数を間 ��ﾉw�5�488ｸ,ﾉ�陌�,亢9WH*ﾘ+��
②全体の数を予想する○ �*H+�,h,Yn)���ｩlｨ,ﾉyﾘ��/��2�とができるようにする〇 ･⑤の教師との確認では,数え 
③二つの数量を数字に置き 換え,立式する○ �+X+ﾘ.�+x.���Xt(,X,ﾒﾉ�H鬨4ｨ�ｸ6�/�w�*(.��

④個人タイルで確認した 剔ｫしを重視し,教師と一緒に 
り,和を求めたりするo �+�,h,Rﾉ�ｸ+X螽�ｩlｨ.)�ｸ+X蠅�数えることや,タイルを操作 

yb.一丁 �I��/��H鬨,Y9ｨ*bﾈｻ8踪,��の式に着目できるようにした �+X,�*ｨ.rﾉ�H*i�ｸ+X,H*(*ﾘ+��

(25分) �6�*h.薬�り,立式から和を求める流れ �,h/��8�,X*ｸ.�.h*H,�+x.��｢�XtX,Rﾈﾎｹ9ｨ+X+ﾘ�ｨﾘx,ﾒﾄH,ﾂ�

⑥誤答の場合は,間違った �/�5�8��ｸ5�,俎8,�+ﾘ.�+x.�+��

部分を教師と確認し,もう �,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.���Xt8,ﾉ�H*i�ｸ+X,ﾈ�ｩlｨ,X,ﾒﾃR�
-度タイルで確認する○ 刳w習意欲が低下しないように, 

※CTのグループは,(D～③ 刳ﾔ違った部分を具体的に教え 

を一緒に行うo �,ﾈ-ﾈ,h-ﾈ.�5�488ｸ,RﾃX*�.r�たり,ゆっくり数えるなど気 

※STのグループは,それぞ �,ﾉ�H*i�ｸ+X,亢9WH*ﾘ+�,h*ｨ,R�を付けることを伝えたりする 

れが教師と関わりながら学 �*ｸ.�.h*H,�+x.��ｸｴ9WH*(,H*"�ことで,課題に向かうことが 

習を進める○ (3)表情カードの下に自分の評 �,�*(�ｨﾘx,ﾒﾄ5H,h耳�,�#Z2�できるようにする｡ 

を強調して数えるようにする｡ 

･グループごとに,評価プリントを使って表情カード等を選び,学 

価を記入する○ (4)それぞれ自分の使った道具 を片付け.最初の座席に戻る. �,h*(*(.h�ｺ8,�,rﾈｾ��ﾉ4�,仆8踪,ﾉUﾘ廁/�6�*bﾈ髯;h,ﾊ(,X*ｸ+ﾖ�2ﾂ�

終末 (10分) 添gｸ鳧,ﾈｧx�/��X.云H.薬���(,X*ｸ+ﾘ+�,j2ﾊ(.ﾘ*�,�+ﾒ�･CTは,各グループから1人ずつ,本時の学習で頑張っていた児童 

こと｣を発表する. 6次時の予告を聞く○ �*H,�+x.定ｻ8踪,ﾒﾉ�ﾈ髦,���+Rﾊ(�ｸ+8/�ﾈ,X*ｸ.�*�,�8,�,y8ｨ+��

成感を味わったり,他児の｢わたしも発表したい○｣という意欲を 

･次時の教材.教具を提示し,学習の意欲を高めることができる 

7終わりの挨拶をする. 唳9iMH,�(ﾙmｨ/��8+R隗x�,ﾈ�.ﾘ.�/��8�,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�

- 12　-



指導及び据導上の留意点 劍��{���OR�
B �2�E 

ンを交えて挨拶したりすることができるようにするC で｣などの言葉や身振りを引き出し,本時の学習内容-の見通しをもつことができるようにする○ 劒Y���,ﾈ､r����

のとして,チョコレート5個に2個増える ｸ+X螽,ﾂ�

を児童に問い掛け,児童がチョコレートの数に注目できるようにする○ 劍�4ｨ�ｸ6��

じて指さし等で促したり,座席配置を移動したりするようにする○ 劒X6X8ﾈ7"�

きるようになりたいという意欲を高めることができるようにする 劒X7(6h4��Y�H鬨4ｨ�ｲ�
･動画や絵カードを用いて 唳;�?ﾈ鳧,ﾉvﾈ��/�:X-ﾈ*bﾃR�･友達や教師と声を合わせ 

チョコレートの数を数えて, �,ﾈ-ﾈ,h-ﾈ.�5�488ｸ/�w�*(.�+��て,5からの数え足しをす �6��

数字に置き換えることがで �,h/�,ｨ+X,CX*�.x,ﾉ�H*i�ｸ+R�ることで,数え足し-の意 唸ｻ8蹣w�5��

きるようにするo �/��8�,X*ｸ.�.h*H,�+x.���誠を高めるo �488ｲ�Xｻ8蹣w�5��488ｹL"�Y�H鬨4ｨ�ｲ�6ｉ�R��X���7ﾘ4��6ﾈ6(6r�

タイルも合わせて提示し,タイルを使って学習したいという意欲を高めることができるようにする｡ 

教具や友達.教師と関わりながら学習を行うことができるようにする｡ 劍�ｴ5H4�8ｸ�ｸ7h�ﾂ�
たりすることで,個別的な学習の始まりと終わりが分かるようにする｡ 劒X､y���縒�

身近なおやつとすることで身の回りにある足し算場面との関連を図る∩ 劒Y�H鬨4ｨ�ｲ�6ｈ惲����"�
STグループ 

･最初に,教師の出題にみんなで考えて,和を求めるという活動を設定し,友達との関わりを促 

すことができるようにするoSTは,5のまとまりタイルや数え足しの場面を大きく称賛したり, 劒Xﾌ)�ﾉw�5��

他児に紹介したりすることで,グループに学びが広がるようにする○絵題や数字の問題を,そ 劍488ｸ5ｨ62�
れぞれのペースに会わせて蛍習し添加の理解から教え足しまでの､熟を図る 劍6r��5�488ｹL"ﾂ�

･絵題は,絵が一列に並び, 唸ﾜX�,ﾈｻ8踪,ﾈ���,X,ﾒﾉ�ﾂ�･課題は,絵題や二つの数 

Bが確実にできる和が5以 倬�,ﾉvﾈ��,�.�(ﾙmｨ,X*ｸ.�.b�字を取り扱い,足し算場面 �5�488ｳｨ6��

下のものから段階的に難し �*Bﾉ9ｨ*h*ｩ:�+h,X*�.�+�,h/��や足し箆の式の理解を図 �8免�X,ﾂ�

くするot最大6間】 ･間頴を解くための時間を 仄ﾙ+(+X+ﾘ.な-ﾘ/�,�,ﾉ��,X5��る｡【最大10間l �-ﾈ,h-ﾈ.�5��

イルを操作したりする〇 ･Cの学習のペースを考慮し, 唸ﾎｹ9ｨ*ｩ��*ｲﾈｧx��9w�*｢�.�岑+X+ﾘﾝｸ,ﾒﾈ扎ｭｸ,ﾈ,(*"�イル1,+ 記号タイル 

確保するためにBのペース 凾ｽ問題を捷示することでで �����"�

を考慮し,適宜,確認と称 丶x*ｨ8�985�8�,�,�,�,H*(.�?��きた自分を確認したり,間 ��ｵ5H4�8ｸ�ｸ7h�ﾂ�

贅を行う｡ ･活動が停滞したり,迷つ �,(,ﾈ､y��.*#Rｸﾏｺ8,ﾈ､y���違った部分を具体的に教え 唸､y��9�2�
を準備するot最大10問】 ･教師との確認は,数え足し �+ﾘ.�+x.�+�,h,Xｧx��9w�/��大分 ･足し算 

高めることができるように 
たりしている姿が見られた 凾ｷる○ �4ｨ�ｸ6��

際には,｢Cさんは,どうし �,ﾈｦﾙDh,h轌;�/��雕+RﾃX,ﾂ�･(Dの活動で,数え足しに 唸ﾌ)�ﾉw�5��

ているかな?｣等,他児の 倡x+8+X.*#Z8,ﾉ�H霾,ﾈｺﾙ+"�気付いていない場合は,5 �488ｸ5ｨ62�

様子を参考にするように促 �,�,x/�ﾗ8*"ﾈ���,倡�x/�ﾋ��のまとまりタイルを提示し �6r�

すo �.x+X,H*(*ﾘ�ｹ�H*i�ｸ+X*ｨ�8��たり,友達の様子を手掛か 宙5�488ｹL"ﾂ�
･5からの数え足しは,物 �,X*ｸ+ﾘ鳧,�,ﾒﾉ%ｨ*ﾘ�裴+Rﾂ�りにしたりするように促 �5�488ｳｨ6��

差しを手掛かりとできるよ 倬�,ﾈ攣��,�6X987ﾉ|x*ﾘﾏﾈ*�*B�す｡また,数唱の間違いが �8迭ﾃX,ﾂ�

うにしたり,STが｢5｣と �+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.薬�見られた場合は,物差しを �-ﾈ,h-ﾈ.�5��

強調し意識付けたりするo 剪�ｦ うにする｡ �488ｳ�����2�YUﾘ廁7h8｢�986x�絣�

習を振り返ることができるようにする｡その際,教師は｢どこがよかつたo｣,｢ここを頑張るともつ 
｢できるようになりたいo｣という意欲を高めることができるようにする○ 

を選び,その児童の｢できた｣場面を再現したり,新たな問題に挑戦したりしながら発表できるよ 劒X鵁鳧,ﾈ､r�

掛け,発表に着目できるようにする｡CTは,発表した児童を称賛するとともに,発表する児童が達 劔���

高めたりすることができるようにするo 

ようにする｡ 
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(5)場の設定
ア　導入,終末時

イ　展開時

(6)教材･教具

黒　　板

㊤

oo ego

黒　　板

I-:i,-I t>

㊤巨垂三国

数字カードと �5�488ｸ,h5�488ｹL"�タイルとタイル板 �5�488ｸ,h5�488ｹL"�

足し算カード 宙ﾙYL)w���(CTグループ用) 着5H4�8ｸ�ｸ7iw���

予でくま 漢+■二〇一千 龍駈繭 �?�?�?�?�8h6｢��ｹiｨ�TｩTｩ��� 抱､xｨ�y���

T1日十千~∴一∴.甘∴ 手mt計:早 地 -こ. 冰X耳馼ﾙ��8廩抱廩捧=ﾉ┯ﾒ�I&8蓼爾ﾒ粐粤｢�

導入.終末時及びCTグ �;�?ﾈ鳧ｷ�-��ih鳧,俶r�11マスのタイル板と10 ���7ﾘ5�,ﾈ5�488ｹL#)hr�

ループの活動の際に用い 冽�+x.備5H4�8ｸ�ｸ7h,ﾈ髓�個のタイル(2.5×2.5), 宙ﾛbﾈ燃�,c��ﾌ(,ﾈ5�488ｲ�

る○足し算の式に数字を �;h,ﾈ諍w�+x.侘)�ﾉw�,ﾉZ��十の記号のタイルのセツ 茶"綛��"絣�,ﾈ5ｨ6(6z�ﾛb�

当てはめる○式を立てた �,i��ﾞﾈ.)�h,�,x*ｩ:�+h,��ト｡児童が操作しやすい �,傀�-�,�*�.�;bﾈ嚢,��*b�

り,言葉で｢□たす△は｣ �,�.�.h*H,�+x.�+�,h,Rﾂ�ように,板は滑りやすい �.處ｨ/�Uﾈ+x､x.)�H鬨/�5ﾈ.��

と表現したりすることで, 侘)¥ｩ4�,葵�:�,h,ﾈｭi��/��プラスチック素材の物を �+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｸ嚢*�.xﾛh,��

足し算の式に慣れるよう ��ﾘ.���使用する｡児童が操作し �5�488ｸ/���*bﾉ��/�ｸ�-�.��

にするo 凾ﾄ,数え足しで和を求め るために用いる○ �+ﾘ-�,冽�*(.薬�

絵題 (cTグループ用) 丶y����5H4�8ｸ�ｸ7iw���自己評価用プリント ��

己ig ��l'-83 

○○SiL_ (一重 ��ﾈ�(���ﾊB��ﾈ�ｸ�ﾆW"�さようのきんすう 

〇時 迄忸�ｶ奉�維b宙燃��請.'i､,._ぐ碧 ()I)( 

個別的な学習に用いる○ 侘)¥ｩ4�,逢x�,冽�*(.薬�終末時に,今日の学習 

CTグループは,場面を表 �5H4�8ｸ�ｸ7h,ﾒﾉ?�,(,ﾉ|｢�がどうだつたかを振り返 

した1枚の絵(A3サイ 宙ﾛcｨ�-�,�*�.處ｨ,h燃�るプリント○自分の中で 

ズのめくり式)を使用す 鐙��*h.處｢�/�Uﾈ+X+ﾓ"�の評価を確認するととも 

るo絵の下には,数式の 冑x,ﾈ､r�ｩ��,兔�/�+�.��に,教師の具体的な評価 

枠を設け,数字カードを �,ﾂﾈ8�985�8�,兔�/�+�.��を得ることで,次時-の 

当てはめ,式を立てたり, �,ﾂ��に?�,(,ﾉ�H鬨,�,r�学習の意欲が高まるよう 

和を答えたりすることが できるo �/�諍w�+x.���にするo 
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(7)評価

ア　全体目標に対する評価
10までの足し算の添加の場面を見て,二つの数量を数字やタイルに置き換えて操作したり,

5から数え足しをしたりすることで,和を求めることができたか｡

イ個人目標 凾ｱ対する評価 

児童 侘)�ﾉmｩUx,���+x.儷ﾘ廁ｮ顏��評価 仞��ﾉ4�,稲越x,H,ﾉUﾘ幵�評価 

A (3年,男) ��ｨ､y��9�/�ﾊ�,Bﾉ�H鬨4ｨ�ｸ6�/�9h,B� 唳5��/�Uﾈ+X+ﾙ:陞h.(､x,ﾒﾉ�ｸ+X蠅� 

はめ足し算の式を作り,数え足しで 和を求め,数字や数詞で表現するこ 剌齧ﾊの理解に有効であったか｡ 
･数え足しを理解するための手立て ��

とができた○ �(数え足しに気付く教具,タイルに 

B:教師の指さしや教材.教具(数字 剪�ﾚを促す指さしや数詞の強調,教 

カード,5のタイル)を手掛かりに, 剋tのモデル)とそのタイミング(本 

式を立てたり,5からの数え足しで 剋凾ﾌ考える間を保障する等)は,適 

和を求めたりすることができたc c:数え足しの場面で,教師の具体的 剞ﾘであったか｡ 
･本児の思考を促すために,絵や動 ��

操作や音声のモデルを示しても,- 刮謔ﾅの課題提示や発問,予想と結果 
つずつ数えて和を求めようとした○ 凾ﾌ場面設定は,有効であったか○ 

B ��ｩ?�,(,ﾉ�I|ｨ/�Uﾈ+X+ﾘ､x.)�H鬨/�ﾊ�� 唳gｸ髦,ﾈ7��ｸ5�,俘x.ﾘ+�,Bﾉ&丶ｹ4�� 

て,タイルに置き換え加える操作を し,和を求める際に,5から数えよ 凾ﾉ課題を設定することができたか｡ 
･本児が,5からの数え足しに気付 ��

うとした. 凾ｭことができるために,5のまとま 

B:和を求めるときに,1から順番に 凾閭^イルや教師のモデル,友達の活 

(3年,女) ��H*h�8+�,Hｸ�-��H鬨.(輾,YUﾈﾋｸ+r��:�,ﾉvﾈ��ﾘ,ﾉ(ﾙmｨ/��8+xﾋ駢Hｧﾈ*�9��
ることができたo c:絵や数字からタイルの置き換えの 凾ﾌ手立ては,適切であったかo 

･本児の活動に対する言葉と視覚的 ��

操作ができず,和を求めることがで 凾ﾈ称賛は,本児の活動意欲を高める 

きなかった｡ 凾ｽめに有効であったか○ 

C ��ｩ?�,(,ﾉ�I|ｨ/�Uﾈ+X+ﾘ､x.)�H鬨/�ﾊ�� 唳�ｸ+X螽�ｩlｨ,ﾉyﾘ��/��8+x+ﾘ-�,陳� 

て,数詞やタイルに置き換え,加え 刄^イルを加える操作を｢増えると｣, 

る操作ができた○さらに,和を求め 劼がつちゃんこ｣等,言語化するこ 

る際に,5から数え足しで数え,敬 字や数詞で表現することができた○ 凾ﾆは有効であったか○ 
･数え上げから数え足しに移行する ��

B:教師の具体的なタイルの操作と, 凾ｽめに,5のまとまりタイルやそれ 

(4年,男) 佗i�H,ﾈ8(6h8ｲﾃX,ﾉ�H霾,ﾈｺﾙ+(,�,r��/�w�*(+ﾙ��ﾞﾂﾈ+ｸ,ﾉ��ﾞﾉ_ｹd�,ﾉ/�鹵�

を手掛かりに,5から数え足しをす ることができた○ 凾ﾍ有効であったか○ 
･本児が,教師のモデルを見て,数 ��

C:数え足しの場面で,教師のモデル 凾ｦ足しをしたり,自ら数え足しをし 

を数回示しても,一つずつ数えて和 凾謔､としたりした際の称賛のタイミ 

を求めようとした｡ 刄塔Oや方法は適切であったか○ 

D (6年,男) ��ｩn)���ｩlｨ/�ﾊ�,Bﾊ#X+ﾘ+xﾏｸ,ﾚ8,b� 唳gｸ髦*ｩ�ｸ+X螽,ﾉ�H�/�yﾘ��+x.�+ﾒ� 

言葉で表現し,5のまとまりタイル 凾ﾟに,数字カードや足し算カードは, 

に置き換え,5からの数え足しで和 を求めることができた｡ 剽L効であったか○ 
･問題場面を見て和を予想し,結果 ��

B:教師の指さしや教材.教具(数字 凾�m認する活動は,本児の学習意欲 

カード,5のタイル)を手掛かりに, 式を立てたり,5からの数え足しで 凾�ｂﾟる上で有効であったか○ 
･数え足しに気付くために,教具や ��

和を求めたりすることができたo c:数え足しの場面で,具体的操作や 刄ｃfルの提示は適切であったか｡ 
･問題作りの設定は,足し算の式や ��

音声のモデルを示しても,数え足し 剞狽ｦ足しの理解を図る上で有効で 
で和を求めようとしなかった○ 凾｠ったかo 

ら ��ｩ?�,(,ﾉ�I|ｨ/�Uﾈ+X+ﾘ､x.)�H鬨/�ﾊ�� 店*�.x,ﾉ�H*i�ｸ+X,亢9WH*ﾘ+ﾘ-�� 

て,タイルを操作し,和を5から数 凾ﾉ,5のまとまりタイルは有効で 

え足しで求めることができた｡ B:和を求めるときに,教師の物差し 凾｠ったか○ 

5からの数え足しの理解のため ��

の提示や5のタイル,計数のモデル 凾ﾉ,教師の計数のモデルや本児がで 

(6年,女) �/�訷ｧﾈ*�.�,津X*�.y�H*i�ｸ+X,Y���/�ｸ�-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾚ��3ｨｻ8踪,ﾈ8(6h8ｸ/�麌+X,H.�ﾈ5�488ｲ��*ｸ+ﾘ,h*ｸ,ﾈ�裴,ﾙ4ｹ��,X*�,�+ﾘ*���

･和を求める際に,物差しは本児の ��

の置き換えや操作ができず,和を求 めることができなかった｡ 剋闃|かりとして有効であったか○ 

･価基準A:十分達成した姿B:ほぼ達成した姿C:更なる指導及び支援が必要な姿 

手立て　A:十分に有効であった　B:有効であったが十分ではない　C:あまり有効ではない
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